
 路線バス、タクシー車両について国の補助制度を活用し、乗り降りが容易なノンステップバスやユニバーサル

デザインタクシー、ＥＶバスなど、人や環境にやさしい車両の導入を促進します。 

 ・人や環境にやさしい車両の導入…更新検討・順次導入：2026 年度～2035 年度

 鉄道、路線バス、自主運行バス及びタクシーなどの運行概要情報や、バス事業者で実施中のバスロケーション

システムなどを網羅した「公共交通総合マップ」を作成し、配布します。また、市の玄関口である御殿場駅につ

いては、外国人観光客等の公共交通利用に対応するため、ＭａａＳなど新たな運行情報提供の充実を図ります。 

 ・公共交通総合マップの作成・配布…マップ作成・配布：2026 年度 

                          周知ＰＲ（継続実施）：2027 年度～2035 年度

 近隣自治体との連携を見据えながら、次世代モビリティ都市間ネットワーク、ＭａａＳの活用、ＡＩを活用し

たサービスなど先進技術の導入に向けた調査及び研究を行い、導入の必要性が高いと判断した場合には実証運

行等の取組みを進めます。また、先進技術の進歩、整備費用などの条件を考慮しつつ、補助制度の活用も見据え

ながら、自動運転バスの導入に向けて検討します。 

 ・先進技術の導入…調査・研究：2026 年度～2030 年度、実証運行：2031 年度～2035 年度

  
 

 ■評価指標及び目標値 

評価指標 指標の定義 現状値 

目標値 

短期 

(2030 年) 

中長期 

(2035 年) 

①市民の地域公共

交通の利用割合 

鉄道利用者割合 61.5％（2024 年） 63.5％ 65％ 

高速バス利用者割合 19.9％（2024 年） 22.5％ 25％ 

路線バス利用者割合 49.7％（2024 年） 52.5％ 55％ 

タクシー利用者割合 27.9％（2024 年） 32.5％ 35％ 

②公共交通に係わ

る利用者数及び

行政負担額 

路線バスの年間利用者数 659,759 人（2024 年） 710,000 人 730,000 人 

御殿場駅の乗車人員（一日平均） 4,477 人（2024 年） 4,700 人 5,000 人 

地域間幹線系統路線（御殿場線）及び市単独補助路線の行政負担額 9,135 千円（2024 年） 現状値維持 現状値維持 

③郊外部での公共

交通利用に対す

る満足度 

郊外部での公共交通

利用に対する満足度 

高根 1.84 2.06 2.20 

富士岡 2.00 2.21 2.40 

印野 1.93 2.20 2.40 

玉穂 2.18 2.49 2.70 

④地域との連携 

 による取組み 
公共交通に関するイベントの実施回数 １回/年 ２回/年以上 ２回/年以上 

就職説明会等の後援・共催回数 － １回/年以上 １回/年以上 

⑤外出時に困る人の割合 外出時に困る人の割合 37.7％ 34％ 30％ 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■評価スケジュール 

 



 

御殿場線利活用推進協議会を通じて、ＪＲ御殿場線の運行本数の増加、観光企画列車の運行、交通系 IC カー

ドのまたぎ利用の改善などについて、要望活動を継続的に実施するとともに、「ごてんばせんネット」等を活用

し、沿線の観光情報の発信、各種イベントの連携等により、利便性向上及び利用促進を図ります。 

 ・ＪＲ御殿場線の利便性向上及び利用促進…要望活動実施：2026 年度～2035 年度 

                             イベント企画・開催：2026 年度～2035 年度 

高速バスの利用促進に向けて、高速バスサービスの運行ルートや時刻表、運賃、乗り場案内等の周知や情報提

供を図ります。また、御殿場市営駅南駐車場でのパーク＆ライド特別割引について周知を行います。 

 ・周知ＰＲ…実施：2026 年度～2035 年度

御殿場駅～新松田駅シャトルバス「富士山ライナー」について、利用実績、利用ニーズ等を分析・検証し、必

要に応じて運行サービスの見直しを行うとともに、多様な情報媒体を活用しながら、運行情報提供を実施しま

す。実証運行の結果を踏まえ、本格運行へ移行するか廃止するか判断します。 

 ・シャトルバスの実証運行…実証運行：2026 年度～2027 年度 

                      本格運行ｏｒ廃止…2028 年度～2035 年度

 「【事業 15】運行情報提供の充実」や、バスロケーションシステム、ＭａａＳアプリなどの周知や連携により、

利用促進を図ります。また、まちづくりの進捗に合わせた既存バス路線の再編や新たな移動手段の導入につい

て、ニーズを把握した上で、バス事業者や近隣市町と協議、調整を図ります。さらに、「地域公共交通確保維持

改善事業費補助金」や「御殿場市単独補助金」を活用し、持続可能な確保及び維持を目指します。 

 ・路線バスの利用促進…検討・実施（順次）：2026 年度～2035 年度 

         ・路線バスの再編等移動手段の確保…検討、協議・調整：2026 年度、2029 年度 

                          実施：2026 年度～2035 年度 

         ・補助制度の活用…実施：2026 年度～2035 年度
  

タクシーの利用促進に向けて、タクシーサービスの事業者概要や運賃などの周知及び情報提供を行います。ま

た、タクシー事業者や近隣市町と利用促進策を検討し、実施します。 

 ・タクシーの利用促進…検討・実施（順次）：2026 年度～2035 年度

 「高齢者等タクシー及びバス利用料金助成事業」と「妊産婦応援タクシー利用料金助成事業」などについて周

知を行うとともに、「公共交通総合マップ」を作成・配布し、タクシーサービスの周知や情報提供を実施します。

合わせて、一部のタクシー事業者で運用を開始した「ＧＯ」アプリについて周知し、利用促進を図ります。「高

齢者等タクシー及びバス利用料金助成事業」については、助成内容を見直し、実施します。 

 ・周知ＰＲ…実施：2026 年度～2035 年度 

         ・助成事業の見直し…制度見直し：2026 年度～2028 年度、実施：2029 年度～2035 年度 

 観光周遊バスなど二次交通の導入について検討するとともに「御殿場周遊乗り放題きっぷ」の周知ＰＲ及び利

用拡充を実施します。また、観光タクシーについて事業者ホームページのほか、多様な情報媒体を活用しなが

ら、周知ＰＲを実施します。主要観光スポット間を円滑に移動できるサービスの導入可能性を検討します。 

 ・観光周遊バス等二次交通の導入 

          …検討、協議・調整：2026 年度～2027 年度、実施：2028 年度～2035 年度 

         ・乗り放題きっぷの周知ＰＲ及び利用拡充…検討・実施：2026 年度～2035 年度 

         ・観光タクシーの周知ＰＲ…実施：2026 年度～2035 年度 

         ・観光に特化した移動サービスの導入…検討・実施：2026 年度～2035 年度

 ＡＩデマンドや自家用有償旅客運送（公共ライドシェア）など新たな公共交通システムの導入について、検

討・実施します。また、現在、社会福祉協議会で実施中の移動支援サービスについては、検証しながら、サービ

スの改善を行うとともに、ニーズ又は必要性が高い地区については地区の拡充を順次実施します。 

 ・新たな公共交通システムの導入…検討：2026 年度、協議・調整：2027 年度 

                         実施（必要に応じて）：2028 年度～2035 年度 

         ・移動支援サービスの導入…ニーズ把握、協議：2026 年度～2028 年度 

                      拡充（順次）：2027 年度～2035 年度

  

➂

 交通事業者と連携しながら、「ＧＯＴＥＭＢＡ ＢＵＳ ＦＥＳ」などのイベント等を引き続き実施します。

また、学校、各種団体等を対象にしたバス乗り方教室の開催や、幼・保園長会、小学校校長会及び区長会を対象

にした公共交通の利用促進運動を実施します。 

 ・イベント等の開催…検討・実施：2026 年度～2035 年度 

 観光施設、商業施設等と連携し、公共交通の利用に付加価値を付けた割引サービスや企画切符等の導入等を検

討します。また、公共交通を利用した「おでかけモデルプラン」を作成し、市ホームページへの掲載、お出かけ

先となる施設へのチラシの配架やポスターの掲示等により需要の掘り起こしを図ります。 

 ・割引サービス等の導入…検討、協議・調整：2026 年度～2030 年度 

                     実施：2031 年度～2035 年度 

         ・おでかけモデルプランの作成…検討：2026 年度～2027 年度、実施：2028 年度～2035 年度 

 民間企業送迎バス等の活用について、企業などと協議・調整を図りながら検討を進めます。また、実施中の移

動販売についても、周知ＰＲを行うとともに、拡充に向けて店舗等との協議・調整を進めます。 

 ・送迎バス等の活用 

          …検討、協議・調整：2026 年度～2028 年度、実施（順次）：2026 年度～2035 年度 

         ・移動販売との連携…周知ＰＲ、協議・調整：2026 年度～2035 年度

 交通事業者として積極的な企業努力を促しながら、バスやタクシー運転手に特化した就職イベントの開催、ホ

ームページや広報誌への掲載など、確保策について検討します。また、「【事業９】モビリティ・マネジメントの

推進」などを通して、子供たちにバス又はタクシー運転手に興味を持ってもらい、運転手の確保を図ります。 

 ・担い手確保の実施…検討、協議・調整：2026 年度、実施：2026 年度～2035 年度

  

 交通結節点については、乗り場での情報提供の改善、各交通機関の乗継案内、待合空間の整備について検討し

ます。また、サブ結節点についても、待合空間やサイクル＆バスライド駐輪場の整備など機能強化を図ります。 

 ・交通結節点の機能強化…整備内容検討・調整、実施（順次）：2026 年度～2030 年度 

         ・サブ結節点の機能強化…整備内容検討・調整、実施（順次）：2026 年度～2035 年度 
  


